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は じめに  





















な定型化が認められるからである。   













実像なのだというだけで説明されたことになるのであろうか。   
相反する要素の併存的矛盾と思われるものの根本的な原因は何処にあるので  

















められる。   



























Ⅰ 実在への目覚め  
内観的な絶対的孤独を経た「実在への目覚め」と云ってよいようなものがシ  
ュベルグィエールの作品のところどころに見え隠れしている。   
たとえば，ん＝WⅦ血m（1928）の終わりに近い辺りで，犬のパンパの鼻面を  
見入る主人公の心のうちにわれわれはそれを読み取った11）。助frgaJαSOurCe  
（1933）においては，故郷であるバスクの町サン・ジャン・ピィェ・ド・ポー   
石 膏 豊太郎  
ルを見下ろすビック・ダラドイ山頂での感懐一－「完全に絶望しきる理由も  
（希望に燃える理由も）ありはしない。前後不覚に寝入り込む理由も（覚醒  
しきる理由も）ないのと同様だ…… 」一にも12），またE和SOngeαnfa比和αrf  
如き壇㍑e（1951）で証言している，「おや，木がある，海だ，女性がいる…… 」  
といった実在の現前に対する端的な驚きにも13），「実在への目覚め」を読み取  






考えられる。   
最期（Lecor♪s‘rβgi叩e，1959）まで続いたかもしれない苦悩14），とこの実在  
への目覚めとの関わりをどのように説明すればよいのであろうか。   
「光」に見捨てられ15），「夜と海によって生まれかわる」16）という自覚と実  
在への目覚めとの関わりは何なのか。   
さらに「樹木」詩篇17）や「心・心臓」詩篇18）に見られる魂・肉体の二義的  
世界についての自覚との関わりはどうなのか。  









在への目覚め」の兆候をわれわれは見いださないであろうか。   
たった今，「生の本来的な虚無」に気付いた．とわれわれは云いかけた。つ  
まり，虚無は生まれて後に獲得されたのでもなく，与えられたのでもない，本  
























ば）によって何をなせばよいのか。   
C和正仙南耶の宇宙は，いわば神から解放され（見放され）中心を失った世界  
を，人間がその中心となって，主宰して行くという，虚無の宇宙であると云え  







の作品は，意味も目的も統一も一切を失った宇宙を「人間化」によって再構築   














予め言及したのである。この点については先の章でまた触れる。   
極く簡単ではあるが，詩の歴史あるいは一般的な精神史の観点からシュベル  
ヴィエールの虚無について概観してみた。  
Ⅳ 光に見捨てられている／光を産む   
ところで，シュベルヴィエールの特徴は「光にみすてられている」という固  
有の「虚無」の様相を呈することである。これについても既に詳しく論じてき  








































するとわたしは狭い今日の中に閉じ込められる   
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Unelumiered’yeuxferm6s［…］   
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ToutcequlvitetsereformeeIISam111tltude．   
Ot）riennapparaissaitquunpeud’herbesansnom   
Renaissentlecheval，1ecoqetlelion （Lesdeuxsoleils，E．51）  
未来がたわむことなく過去に向かって流れ  
日光が私たちの顔をまじまじと見つめると時が脈打つ  
生きていてさまぎまに形なす一切に   
光は正確な彩りを与えてゆく   
有 吉 豊太郎   
名もない僅かの草よりほかに現われなかったところに  
馬と鶏とライオンがよみがえる   
光を与えられなかった不可能の生の空間は，ガミナルにとってのパンパのよ  



















外からの光に初めて照らされるもののように   
造ったばかりの日光を浴びてまだその滴にぬれながら  
神は主宰者の足どりで世界を駆けめぐっていた  
恭しくあとからついてくる感謝に輝く太陽をしたがえて （創世記）   





















ある，ということも。シュ ベルグィエール自身にとってもっともお気に入りの  
作品35）⊥’e氾／dれJde7α九d沈Jemerの主人公の少女の生の空間はまさに海（海上・  




M岳mealユfoTlddesplllSSOmbTeSbois   
Adeuxpasellesaitmattendre．（Lamerproche，0．M．97）  
海はけっして私から遠ざかることはない   
有 音 量太郎   
いつも親しく優しく  
もっともくらい森の奥でも  
すぐ近くで私を待つすべをこころえている （海は近く）   
海はさまざまな属性を持つけれども，その本質は自己をつねに探し求めてい  
る自己探究の姿であるかも知れない：  
CequleStdevenuvaglleSetenCOreVagueSparCequ’ilsecherche   
姐nSSetrOuVer，［．．．］  
Toutcelaetbienpl11SenCOre，  
Lamer．  （Lamer，0．M．105）  
自分を探しても見つからないために波また波になったもの（…）  
そういったすべてのものさらにそれ以上のもの  














ないであろう：   
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（海を目の前にして…… ）  
0祝bJfe鮎ゼm占mofrぞ「忘れがちの記憶」とは，「陸」の時・空をもたない．時・  
空そのものを欠いていると云ってもよい「海」の生の記憶なのである。不可能  










触れた）   
さきほど，海は実存を位置づける時・空を欠いていると述べた。これを詩人   
有 青 畳太郎  
は別のところ（βofreaJdSO祝rCe）では，船上の「海の自己」はここ 〈ici〉 と  
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